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ご
あ
い
さ
つ 

私
は
さ
る
4
月
27
日
に
行
わ
れ
た
山

北
町
議
会
議
員
選
挙
で
、
昨
年
７
月
の
補

欠
選
挙
に
引
き
続
き
、
皆
様
方
の
ご
支
持

を
い
た
だ
い
て
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
川
村
と
し
は
る
で
ご
ざ
い
ま
す
。
紙

面
か
ら
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
心
よ
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
５
月
８
日
に
は
改
選
後
初
の
臨
時

議
会
が
、
そ
し
て
６
月
10
、
11
日
に
は
平

成
15
年
第
２
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
審
議
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。
い
ず
れ
「
議
会
だ
よ
り
」

で
詳
し
く
報
告
さ
れ
ま
す
が
、
速
報
と
言

う
形
で
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

ご
一
読
い
た
だ
い
て
ご
意
見
な
ど
お
寄

せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 と

し
は
る
通
信 

川村としはる(俊治) 

第
３
回
臨
時
会(

５
月) 

５
月
８
日
に
改
選
後
初
の
臨
時
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
正
副
議
長

の
選
出
、
常
任
委
員
会
の
構
成
な
ど
の
人

事
案
件
が
処
理
さ
れ
ま
し
た
。
人
事
の
詳

細
に
つ
い
て
は
６
月
１
日
発
行
の
議
会
だ

よ
り
に
詳
し
く
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

私
、
川
村
と
し
は
る
は
、
議
席
は
９
番
、

常
任
委
員
会
は
引
き
続
き
建
設
経
済
常
任

委
員
会
に
所
属
し
ま
し
た
。
役
場
組
織
で

は
産
業
建
設
部
（
産
業
観
光
課
、
都
市
整

備
課
、
上
下
水
道
課
）
が
対
象
で
す
。 

ま
た
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
副
委
員

長
も
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
親
し

み
や
す
い
、
読
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
の
編

集
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

臨
時
議
会
で
は
こ
の
ほ
か
に
請
負
契
約

の
変
更
１
件
と
、
専
決
処
分
５
件
の
報
告

が
行
わ
れ
何
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

専
決
処
分
は
町
長
が
議
会
に
代
わ
っ
て

意
思
決
定
を
行
う
こ
と
で
、
地
方
自
治
法

の
規
定
に
よ
り｢

町
長
が
議
会
を
招
集
す

る
暇
が
な
い
と
認
め
る
と
き｣

に
多
く
運

用
さ
れ
ま
す
。 

 

第
２
回
定
例
会(

６
月) 

６
月
10
、
11
両
日
平
成
15
年
第
２
回

定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問

の
後
の
本
会
議
で
は
条
例
の
改
正
７
件
、

工
事
請
負
契
約
１
件
、
動
産
購
入
１
件
お

よ
び
一
般
会
計
補
正
予
算
の
議
案
が
提
案

さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。 

ま
た
、衆
議
院
議
長
ら
に
提
出
す
る｢

三

位
一
体
の
改
革｣

の
早
期
実
現
を
求
め
る

意
見
書
も
採
択
し
ま
し
た
。 

条
例
改
正
の
主
な
内
容 

▽ 

町
４
役
の
平
成
15
年
度
の
期
末
手

当
を
減
額
。
町
長
20
％
、
助
役
15
％
、

収
入
役
と
教
育
長
は
そ
れ
ぞ
れ

10
％
減
額
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ

る
経
費
削
減
額
は
二
百
三
十
二
万
円

で
す
。 

▽ 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
す

る
。
昭
和
57
年
に
設
置
さ
れ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
当
初
の
使
命

を
終
え
た
こ
と
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
廃
止

さ
れ
、
改
装
工
事
の
後
7
月
1
日
か

ら
生
き
が
い
事
業
団
の
事
務
所
と
し

て
使
用
さ
れ
ま
す
。 
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▽ 

消
防
団
員
の
公
務
災
害
補
償
、
お
よ

び
消
防
団
員
の
退
職
報
償
金
の
支
給

に
関
し
て
、
政
令
が
施
行
さ
れ
る
に

伴
っ
て
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
災
害
補

償
は
若
干
減
額
、
退
職
報
償
金
は
若

干
増
額
と
な
り
ま
す
。 

工
事
請
負
契
約
の
締
結 

林
業
構
造
改
善
事
業
林
道
熊
山
線
改
良

工
事
請
負
契
約 

平
成
15
年
度
工
事
と
し
て
は
、
延
長
１

１
７
７
メ
ー
ト
ル
、
指
名
競
争
入
札
に
よ

り
株
式
会
社
松
永
組
が
落
札
し
ま
し
た
。

契
約
金
額
は
七
千
六
百
六
十
五
万
円
で
工

期
は
平
成
16
年
2
月
27
日
で
す
。 

動
産
の
取
得 

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
契
約 

毎
年
消
防
車
の
更
新
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
今
年
度
は
第
４
分
団
の
消
防
車
が
入

れ
替
え
ら
れ
ま
す
。
指
名
競
争
入
札
で

（
有
）
田
中
モ
ー
タ
ー
ス
が
落
札
、
契
約

金
額
は
千
四
百
五
十
四
万
二
千
五
百
円
で

納
期
は
平
成
15
年
9
月
30

す
。 

日
で

一
般
会
計
補
正
予
算 

今
回
の
補
正
で
は
歳
入
、
歳
出
と
も
に

六
千
九
百
四
十
八
万
一
千
円
を
追
加
し
総

額
で
五
十
九
億
三
千
六
百
四
十
五
万
三
千

円
と
な
り
ま
し
た
。
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歳
入
の
主
な
も
の
は
図
書
館
情
報
シ
ス

テ
ム
購
入
へ
の
国
庫
補
助
金
六
百
二
十
六

万
五
千
円
、山
北
駅
南
口
交
流･

イ
ベ
ン
ト

広
場
整
備
事
業
に
対
す
る
宝
く
じ
助
成
金

五
千
二
百
五
十
万
円
で
す
。 

歳
出
で
は
図
書
館
情
報
シ
ス
テ
ム
の
購

入
で
千
二
百
五
十
三
万
円
の
増
加
と
な
り

ま
し
た
が
、
当
初
７
年
間
の
リ
ー
ス
を
計

画
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
国
庫
補
助

金
に
よ
り
買
取
に
変
更
し
た
た
め
、
ト
ー

タ
ル
で
債
務
負
担
二
千
百
万
円
を
節
約
し

ま
し
た
。 

観
光
振
興
事
業
と
し
て
丹
沢
湖
に
わ
か

さ
ぎ
の
放
流
、
ダ
ム
に
マ
ン
ジ
ュ
シ
ャ
ゲ

の
植
栽
な
ど
で
二
百
九
十
五
万
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。 

そ
の
ほ
か
に
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
、
山
北
中
学
校
に
心
の
相
談
事
業
に

代
わ
っ
て
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
置

く
な
ど
福
祉
の
充
実
も
図
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
中
川
温
泉
ぶ
な
の
湯
運
営
で
は

売
店
の
売
り
上
げ
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

か
ら
管
理
委
託
料
を
二
百
万
円
減
額
し
ま

。 

し
た

｢

三
位
一
体
の
改
革｣

の 

早
期
実
現
に
関
す
る
意
見
書 

現
在｢

骨
太
の
方
針
第
２
弾｣

に
基
づ
い

て
経
済
財
政
諮
問
会
議
で
改
革
案
の
と
り

ま
と
め
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
あ
く
ま
で

も
地
方
分
権
の
理
念
の
実
現
を
基
本
に
捉

え
て
推
進
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
を

基
軸
に
国
庫
補
助
負
担
金
を
廃
止･

縮
減

し
、
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
地
方
公
共

団
体
が
標
準
的
な
行
政
水
準
を
確
保
で
き

る
た
め
の
財
源
保
証
は
国
の
責
務
で
あ
る

と
の
観
点
か
ら
、
地
方
交
付
税
制
度
を
堅

持
す
る
立
場
で
三
位
一
体
改
革
を
早
期
に

実
現
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。 

こ
の
意
見
書
は
山
北
町
議
会
議
長
名
で
、

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理

大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
、
総
務
大
臣
、
財

務
大
臣
、
経
済
財
政
政
策
担
当
大
臣
宛
に

提
出
し
ま
す
。 

炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
温
泉
に 

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
人
工
温
泉 

山
北
駅
南
口
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い

る
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
人
工
温
泉
設
備

は
、
ト
ロ
ン
温
泉
と
し
て
計
画
が
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
が
、
人
工
温
泉
に
対
す
る

衛
生
管
理
基
準
が
新
し
く
な
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
の
発
生
を
抑
え
る

こ
と
と
、
ト
ロ
ン
の
効
果
を
両
立
さ
せ
る

こ
と
が
困
難
な
状
態
に
な
っ
た
こ
と
が
判

明
し
ま
し
た
。 

こ
の
た
め
、
安
全
面
、
費
用
、
効
能
を

調
査
し
た
結
果「
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
温
泉
」

が
適
切
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
、
変
更

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

6
月
11
日
の
全
員
協
議
会
で
町
側
か

ら
説
明
が
あ
っ
た
も
の
で
、
説
明
に
よ
り

ま
す
と
、
レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
を
死
滅
さ
せ
る

た
め
に
塩
素
を
使
用
し
ま
す
が
、
塩
素
を

入
れ
る
と
、
現
在
の
構
造
で
は
ト
ロ
ン
の

効
能
が
失
わ
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
炭

酸
カ
ル
シ
ウ
ム
温
泉
に
つ
い
て
は
、
塩
素

を
使
用
し
て
も
そ
の
効
能
が
失
わ
れ
る
事

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

議
席
番
号
は
ど
う
決
ま
る
の 

６
月
１
日
発
行
の
議
会
だ
よ
り
の
表
紙

に
は
議
場
で
の
議
員
が
写
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
議
席
は
ど
の
よ
う
に
決
ま
る
か
ご
存

知
で
す
か
。 

議
席
は
、
改
選
後
の
会
議
の
初
め
に
議

長
が
決
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

初
議
会
で
は
ま
だ
議
長
が
決
ま
っ
て
い
な

い
の
で
、
会
議
の
始
ま
る
前
の
全
員
協
議

会
の
場
で
、
ま
ず
、
予
備
く
じ
を
引
い
て

順
番
を
決
め
、
そ
の
順
番
に
従
っ
て
く
じ

を
引
き
そ
の
番
号
を
「
仮
議
席
」
と
決
め

ま
す
。
会
議
が
始
ま
る
と
、
年
長
の
議
員

が
臨
時
議
長
と
し
て
仮
議
席
の
指
定
と
議

長
選
出
を
行
い
ま
す
。 

選
挙
に
よ
っ
て
議
長
が
選
出
さ
れ
た
あ

と
、
議
長
が
「
仮
議
席
」
を｢

本
議
席｣

に

す
る
決
定
を
行
い
ま
す
。
山
北
町
の
場
合

は
議
長
の
議
席
は
18
と
す
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
議
長
が
仮
議
席
の
番
号
で
あ

っ
た
と
こ
ろ
と
18
番
の
議
席
の
議
員
と

の
議
席
変
更
を
行
い
全
議
席
が
決
定
し
ま

す
。 私

川
村
と
し
は
る
は
本
く
じ
で
９
番
を

引
き
当
て
た
た
め
に
議
席
９
番
と
決
定
し

ま

た
。 

し

 

議
会
の
こ
こ
が
知
り
た
い 


